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え
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
十
二
月
二

十
一
日
ま
で
に
二
千
七
百
五
十
八
万

一
千
四
百
七
人
の
感
染
者
、
五
万
四

千
二
十
六
人
死
亡
者
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
不
透

明
の
中
、私
ど
も
上
都
賀
厚
生
連
は
、

上
都
賀
総
合
病
院
・
老
人
保
健
施
設

か
み
つ
が
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ひ
ば
り
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
み
つ
が
・
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
五
事
業
所
を
も
っ
て
、

安
全
で
安
心
な
質
の
高
い
医
療
・
保

健
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
上
都
賀
厚
生
連
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

厚
生
連
の
理
念
と
役
割
を
踏
ま
え
、

そ
の
責
務
を
ま
っ
と
う
す
る
べ
く
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
上
都
賀
厚
生
連

の
医
療
・
保
健
・
高
齢
者
福
祉
事
業

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
―
１9
）
は
、
令
和
二

年
一
月
十
六
日
に
最
初
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
全
国
的
に
拡
大

し
、
第
一
波
か
ら
第
八
波
ま
で
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
五
回
目
を
迎

全国
郷土料理の
紹介

作り方

一般外来診療表 専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

材料（4人分）

作り方

　私事、初詣と言えば古峯神社！古峯神社の御祭神は日本武尊（ヤマトタケ
ルノミコト）。御祭神の使者である天狗は災厄を除災するとして古くから信仰
を集めており、別名「天狗の社」とも呼ばれ、境内では大小様々な天狗に逢
うことが出来ます。社殿に入るとこの天狗が描かれた見事な御朱印が10種類
以上もずらりと並んでおり目を楽しませてくれます。御朱印を集めている方
は必見です。
　敷地内にある庭園「古峯園」も一年を通じて楽しめる庭園です。大芦川の
清流を引き、広大な山々に囲まれた自然の地形を巧みに生かした廻遊式日本
庭園です。梅、桜、菖蒲、あじさい、萩、四季折々に咲きみだれる花々が美
しい風景をつくりだします。散策をしていると日頃の喧騒を忘れ、静粛を取
り戻すことができます。次に訪れる時は、どんな景色を見せてくれるのか楽
しみになります。
　神社から西へ進むこと約 4 ㎞の地点に、勝道上人の日光開山により山岳信
仰の場となった横根山に包まれた古峰ヶ原高原があります。群生したシロヤ
シオ、アカヤシオ、トウゴクミツバツツジなどなど、見頃を迎える時期のハ
イキングは最高です。沢山の野鳥のさえずりに心躍らされます。是非足を伸
ばして欲しいコースです。

上澤　理子

① エビのてんぷらを作る
② ごはんに塩またはゆかりを
　 混ぜる
③ 焼きのりで②のごはん、青
　 しそ、①のてんぷらを巻く

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

1人分栄養価

石狩鍋

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来 （予約）
循環器内科外来（予約）
１  ヶ  月  健  診
予 防 接 種 外 来（予約）
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 母 乳 外 来
産 後 １ ヶ 月 健 診
産後２週間健診（助産師）
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

 内　　科 月・火・木・金 PM 1：00～PM 4：00
 〃 水 PM 2：00～PM 4：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 　  〃　　　 金 PM 1：00～PM 3：00
 小 児 科 月 PM 2：00～PM 3：00
　  〃 水・木・金 PM 2：00～PM 3：00
 外　　科 月 AM 8：00～AM11：30
 〃 火 PM 2：00～PM 3：30
 〃 木 AM 8：00～AM11：30
 〃 木 PM 2：00～PM 3：00
 〃 木 PM 2：00～PM 3：30
 脳神経外科 第1木 PM 1：30～PM 3：30
 産婦人科 火・水・金 予約制
 〃 月 PM 2：00～PM 2：30
 〃 木 予約制
 耳鼻咽喉科 第1・3・5金 PM 2：00～PM 4：00
 〃 火 PM 2：00～PM 4：00

診 療 内 容 受 付 時 間担当診療科 曜日

看護師奨学生募集看護師奨学生募集
～あなたの「学びたい」をサポートします～
当院には、看護学生のみなさんの勉学を支えるための
奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて看護師（貸与
対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務してい
ただいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応
じますので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（3321）　TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

編 集 後 記

 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：00 木曜休診　土曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）　土曜は予約のみ
 PM 2：00～PM 4：30 予約制
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 PM 2：30～PM 4：00 火・金曜のみ（月・水・木　午後は予約のみ）
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：30 月・水・木　土曜は完全予約制
 PM 2：00～PM 4：00 金曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 3：30 火・木・金曜のみ　初診はPM3：00まで
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 4：00 月・金曜のみ（予約のみ）
 AM 8：00～AM11：00 初診・再初診は予約制  土曜休診
 AM 8：00～AM11：00 婦：初診・再初診は紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 予約のみ（初診は紹介患者のみAM10：00まで）
 PM 1：30～PM 4：00 予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 水・金・土   初診はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM10：30 火曜のみ
 PM 1：30～PM 4：00 月曜のみ 初診はPM3：30まで

月曜午前・木曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 水曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者・予約のみ/水曜完全予約制

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯 科 口 腔 外 科

天巻き材料（1人分）
・精白米 …………………… 110g
・塩 ……………………………0.8g

（ゆかり　適量でも OK）
・焼きのり（寿司用大判）…… 1枚
・青しそ ……………………… 3枚
・エビ ………………… 80g（2尾）
・小麦粉 ……………………… 10g
・卵 ………………………………5g
・揚げ油 ……………………… 適宜
※きゃらぶきを適量添えて提供

エネルギー… 144kcal
たんぱく質 …… 14.5g
脂質 …………… 3.9g
食塩 …………… 0.8g

1人分栄養価

エネルギー… 600kcal
たんぱく質……… 28g
脂質 …………… 12g
食塩 …………… 1.5g

・生鮭ぶつ切り …… 180ｇ
（1人15g×3切）

・つきこんにゃく …… 80ｇ
・にんじん …………… 40ｇ
・だいこん …………… 80ｇ

・白菜 ………………… 80ｇ
・ごぼう ……………… 40ｇ
・長ネギ ……………… 40ｇ
・木綿豆腐 ………… 160ｇ

（1人20g×2切）

・白みそ ……………… 48ｇ
・みりん ……………… 12ｇ
・和風だしの素 ……… 適量
・水 ………………… 600cc
一味唐辛子 …… お好みで

古
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上都賀厚生農業協同組合連合会
上都賀総合病院
老人保健施設かみつが
編　　集
上都賀総合病院年報等編集委員会
〒322－8550　鹿沼市下田町1－1033
TEL　0289－64－2161
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かみつが
厚生連だより

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会 

  

代
表
理
事
会
長

　廣
田

　光
一

新
年
の
ご
挨
拶

第11回目は、三重県の郷土料理「天巻き」と北海道の郷土料理「石狩鍋」をご紹介いたします。
「天巻き」
伊勢志摩地方では、えび天を海苔巻きにした「天巻き」が郷土料理となります。
えび天とごはんの取り合わせは、三重県でポピュラーなものです。
ちなみに名古屋で有名な天むすの発祥地は、実は三重県の津市です。
津市の天ぷら店で昭和30年頃に作られたまかないが天むすの始まりだと言われています。
「石狩鍋」
北海道の川は秋になると産卵のために大量の鮭が遡上します。石狩川の河口では、江戸時代から鮭漁が盛んに行われてい
ました。石狩地方の漁師が大漁の祝いに、獲れたての鮭をぶつ切りにして、野菜などと一緒にみそ鍋にして食べていたこ
とが起源とされています。寒さが厳しい時期に体を温める石狩鍋は北海道民の定番料理です。

① 人参と大根は2～3㎜ 幅のいちょう切り、白菜は3㎝角のざく
　 切り、ごぼうはささがきにする。つきこんにゃくは湯通しして
　 おく。
② 長ネギはななめ切りにする。
③ 生鮭は2～3㎝角のぶつ切り（1個15g程度）、木綿豆腐は水
　 気を切った後に2㎝の角切りにする。※本来はアラや白子もす
　 べて使いますが、ここでは身だけを使用します。
④ 白みそをみりんと混ぜ合わせておく。
⑤ 鍋に水600㏄と和風だしの素を入れ、沸騰したら①を入れる。
⑥ 半分程度火が通ったら④を溶かし入れ、③を加えて煮込む。
⑦ 最後に長ネギを入れ、火が通ればできあがり。
　 盛りつけ後にお好みで一味唐辛子を少々振る。

写真提供　上澤　理子写真提供　上澤　理子



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
新

年
と
し
て
は
三
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
お
正
月
は
落
ち
着
い
て

い
た
コ
ロ
ナ
も
、
そ
の
後
第
六
波
、

第
七
波
と
続
き
、
十
一
月
上
旬
に
は

第
八
波
も
始
ま
り
、
ま
だ
ま
だ
医
療

現
場
は
油
断
で
き
な
い
と
思
わ
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
サ
ッ
カ
ー

の
W
杯
で
は
マ
ス
ク
を
付
け
な
い
観

客
で
ス
タ
ジ
ア
ム
は
満
員
と
な
り
、

そ
れ
を
見
る
と
世
界
的
に
は
コ
ロ
ナ

前
の
状
態
に
戻
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
世
界
で
起
こ
っ
た
最
大
の
事

件
は
何
と
言
っ
て
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
し
ょ
う
。
ま
た
経
済

で
は
記
録
的
な
円
安
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
も
上
昇
し
ま
し
た
し
、
全
般
的

な
物
価
上
昇
が
家
計
に
打
撃
を
与
え

ま
し
た
。
病
院
に
も
大
き
な
打
撃
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
を
含
め
た
保

険
医
療
機
関
に
と
っ
て
収
入
の
多
く

を
占
め
る
診
療
費
は
国
に
決
め
ら
れ

て
お
り
、
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
費
用

が
増
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
改
め
て

社
会
や
経
済
の
安
定
が
病
院
に
と
っ

て
も
大
事
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
も
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
の
五
類
感
染
症
へ
見
直

そ
う
と
い
う
議
論
が
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
先
の
W
杯
で
起
こ
っ

た
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
な
光
景
が
日

本
国
内
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
っ
て
も
混

乱
が
起
き
な
い
よ
う
し
っ
か
り
対
応

し
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
、

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、
鹿
沼

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

当
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
に
対

し
て
、
上
都
賀
総
合
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
受

け
て
、
死
亡
者
を
出
す
こ
と
な
く
乗

り
切
れ
た
事
に
つ
い
て
関
係
者
各
位

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
べ
く
通
所
や
入
所
等
の
介
護
施

設
の
増
加
と
そ
れ
ら
の
多
様
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
当
老
健
か
み

つ
が
に
と
っ
て
、
安
穏
と
し
て
い
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。こ
れ
ら
に
対
し
、

さ
ら
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
み

な
ら
ず
、
安
定
的
な
老
健
施
設
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
は
在
宅
復
帰
を

促
進
す
る
強
化
型
の
維
持
は
経
営
上

必
須
で
あ
り
、
併
せ
て
利
用
者
の
獲

得
も
重
要
な
責
務
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
年
頭
に
お
い
て
我
々
は
こ
の
県
西

地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能
な
包
括

的
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護

老
人
保
健
施
設
の
職
員
と
し
て
、
自

己
研
鑽
に
励
み
様
々
な
介
護
困
難
例

に
ひ
る
む
事
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
に
留
意
し
充
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
お
約
束

致
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
老
人
保
健
施
設
か
み
つ

が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み

つ
が
、
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
後
助
力
や
御
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第68号  厚生連だより　か　み　つ　が　 令和 5 年 1 月 1 日⑶ 第68号 厚生連だより　か　み　つ　が　令和 5 年 1 月 1 日 ⑵

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
二
千

二
十
年
の
初
め
か
ら
始
ま
り
三
年
に

な
る
。
政
府
も
「
経
済
を
回
さ
な
け

れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、

ウ
ィ
ル
ス
に
少
し
抵
抗
し
て
や
れ
、

と
思
う
が
「
感
染
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
」
な
ん
て
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と

や
は
り
遠
く
に
は
行
け
な
い
。
近
く

に
出
か
け
て
、
そ
の
良
さ
を
再
発
見

す
る
こ
と
も
ま
た
コ
ロ
ナ
前
の
生
活

に
戻
す
弾
み
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
。
さ
て
、
ど
こ
に

行
こ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
古
峯
神
社
の
境
内
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
。「
古
峯
神
社

の
御
朱
印
は
有
名
」「
古
峯
神
社
の

庭
園
は
行
く
べ
き
だ
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
有
名
な
こ
の
神
社
に

入
っ
た
こ
と
が
な
い
の
は
気
に
な
っ

て
い
た
。
よ
し
、
古
峯
神
社
に
行
こ

う
、
ち
ょ
っ
と
時
期
は
過
ぎ
た
が
紅

葉
も
見
て
み
よ
う
、
そ
し
て
そ
の
奥

の
古
峰
ヶ
原
高
原
も
行
っ
て
み
よ

う
、
と
欲
張
っ
た
。

　
鹿
沼
市
内
か
ら
県
道
十
四
号
線
を

西
に
行
き
上
日
向
交
差
点
を
北
方
向

に
曲
が
る
と
、
こ
の
県
道
は
通
称
古

峰
ヶ
原
街
道
で
あ
る
。
途
中
で
十
四

号
線
は
小
来
川
に
行
く
道
路
に
な

り
、
県
道
五
十
八
号
線
が
古
峰
ヶ
原

街
道
と
な
る
。
大
芦
川
を
左
に
見
た

り
、
右
に
見
た
り
。
バ
ス
停
の
名
前

に
風
情
が
あ
る
。
大
芦
川
は
古
峯
神

社
の
一
の
鳥
居
で
西
大
芦
川
と
東
大

芦
川
に
分
か
れ
西
大
芦
川
に
沿
っ
て

進
む
。
そ
れ
に
し
て
も
大
芦
川
は
き

れ
い
な
川
。
水
遊
び
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
や
っ
た
ら
最
高
。
ル
ー

ル
を
守
っ
て
そ
れ
が
で
き
る
施
設
も

あ
る
。
一
の
鳥
居
を
過
ぎ
て
す
ぐ
道

路
の
左
側
に
金
剛
山
瑞
峯
寺
の
不
動

明
王
が
突
然
現
れ
る
。
こ
の
像
も
相

当
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
停
ま
っ
て

ゆ
っ
く
り
見
て
み
た
い
が
実
は
午
前

十
時
で
時
間
が
な
い
。
古
峯
神
社
に

着
き
大
駐
車
場
に
駐
車
。

　
古
峯
神
社
の
境
内
は
明
る
く
、
数

件
の
お
土
産
屋
さ
ん
も
あ
る
。
社
務

所
に
入
り
お
参
り
後
、
お
約
束
の
御

朱
印
を
希
望
す
る
。
三
十
分
ほ
ど
か

か
る
と
の
こ
と
。
そ
の
間
古
峯
神
社

の
社
務
所
や
庭
園
を
う
ろ
う
ろ
。
カ

ラ
ス
天
狗
と
大
天
狗
は
写
真
で
見
る

よ
り
迫
力
が
あ
る
。
天
狗
の
お
面
に

は
何
と
な
く
親
し
み
や
す
さ
も
感
じ

た
。
庭
園
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
風
情

が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
木
か
ら
葉
が

落
ち
て
い
る
の
に
一
本
だ
け
鋭
い
赤

を
残
し
て
い
る
木
。
モ
ミ
ジ
か
。
歌

を
詠
む
才
能
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

シ
ー
ズ
ン
じ
ゃ
な
く
て
も
ワ
ビ
サ
ビ

は
味
わ
え
る
と
確
信
。
大
芦
川
源
流

の
水
で
満
た
さ
れ
た
大
き
な
池
で
泳

ぐ
鯉
は
心
な
し
か
上
品
だ
。
御
朱
印

を
手
に
入
れ
、
社
務
所
の
ト
イ
レ
を

借
り
た
時
宿
泊
施
設
の
中
に
少
し
だ

け
入
り
込
む
。
こ
こ
も
ま
た
掃
除
が

行
き
届
い
て
い
る
。
泊
ま
っ
て
、
こ

の
地
で
夜
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

た
い
。
深
い
静
け
さ
と
多
分
鹿
の
鳴

き
声
は
心
に
何
か
も
た
ら
し
て
く
れ

よ
う
。
境
内
の
売
店
で
天
狗
の
お
饅

頭
を
買
い
食
べ
る
。店
員
さ
ん
が「
お

茶
も
沸
い
て
ま
す
よ
」
と
魅
惑
的
な

事
を
言
う
。
お
饅
頭
を
食
べ
な
が
ら

の
お
茶
は
も
の
す
ご
く
飲
み
た
い
、

で
も
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る

の
で
時
間
が
な
い
。
今
度
来
た
と
き

は
絶
対
に
お
茶
を
い
た
だ
こ
う
。

　
こ
の
時
点
で
時
刻
は
午
前
十
一

時
。
駐
車
場
に
戻
り
準
備
し
て
古

峰
ヶ
原
高
原
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
・
・

ち
ょ
っ
と
時
刻
が
遅
い
か
。
県
道
五

十
八
号
線
を
歩
い
て
進
み
ほ
ど
な
く

道
路
左
に
登
山
道
入
り
口
「
健
脚

コ
ー
ス
　
三
枚
石
ま
で
二
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
」
と
書
か
れ
た
案
内
板
が

あ
る
。
三
枚
石
は
日
光
開
山
の
勝
道

上
人
が
修
行
し
た
と
い
う
不
思
議
な

形
の
大
き
な
石
が
あ
り
、
一
の
鳥
居

近
く
の
不
動
明
王
像
、
金
剛
山
瑞
峯

寺
の
「
奥
の
院
」
が
お
か
れ
て
い
る
。

場
所
か
ら
い
っ
て
ま
さ
に
鹿
沼
市
の

奥
の
院
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
行
っ
て
み

る
か
。「
健
脚
」
が
気
に
な
る
。
で

も
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ら
行
け

る
で
し
ょ
。
自
分
は
果
た
し
て
健
脚

な
の
か
？
健
脚
と
考
え
て
し
ま
え
。

　
結
論
か
ら
い
え
ば
こ
の
道
は
急
登

の
連
続
で
あ
り
、「
道
も
時
折
は
っ

き
り
し
な
く
な
る
」「
危
な
い
」
と

思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
確
か
に「
健
脚
」

向
け
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
健
脚
な
ら

こ
の
コ
ー
ス
は
お
す
す
め
で
す
。
な

ぜ
な
ら
「
岩
海
」
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
（
写
真
参
照
）。
傾
斜
が

な
だ
ら
か
に
な
り
三
枚
石
は
突
然
現

れ
る
。
山
の
ピ
ー
ク
に
三
つ
の
大
き

な
石
（
岩
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
し

か
も
直
線
的
に
切
れ
て
い
る
石
。
鹿

沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

と
岩
海
も
三
枚
石
も
花
崗
岩
が
そ
の

形
成
に
深
く
関
連
し
て
い
る
ら
し

い
。
地
下
深
く
の
溶
け
た
岩
石
が
冷

え
て
、
何
万
年
も
山
の
中
に
存
在
し

て
い
る
と
は
・・・
。
神
社
に
来
た
後
、

大
地
の
形
成
に
思
い
を
馳
せ
る
な
ん

て
神
話
を
経
験
し
て
い
る
み
た
い
。

そ
ん
な
こ
と
考
え
つ
つ
も
、
登
っ
て

き
た
健
脚
コ
ー
ス
を
降
り
る
自
信
は

な
く
、
ど
う
し
た
も
の
か
。
結
局
古

峰
ヶ
原
峠
を
経
由
し
て
県
道
五
十
八

号
を
歩
き
古
峯
神
社
に
戻
っ
た
。
こ

こ
は
結
構
長
い
が
、
道
路
を
歩
く
の

で
車
に
注
意
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
危
険

な
こ
と
は
な
い
。
脚
に
自
信
が
な
い

な
ら
、
古
峯
神
社
か
ら
県
道
五
十
八

号
を
車
で
進
み
、
古
峰
ヶ
原
峠
経
由

で
三
枚
石
を
目
指
す
方
が
よ
い
。
午

後
三
時
半
に
古
峯
神
社
の
駐
車
場
を

後
に
し
て
帰
路
に
。
帰
宅
し
て
蕎
麦

を
食
べ
る
の
を
忘
れ
た
こ
と
に
気
付

い
た
。
残
念
。

　
汗
を
か
い
た
ら
粟
野
方
向
に
車
で

降
り
て
前
日
光
つ
つ
じ
の
湯
交
流
館

の
風
呂
に
入
っ
て
汗
を
流
し
て
帰
る

こ
と
も
で
き
る
。念
の
た
め
、古
峰
ヶ

原
高
原
に
登
る
な
ら
も
う
少
し
早
い

時
間
で
行
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社
会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に

努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利

一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利

一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守ってい

ただくこと
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再
発
見



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
新

年
と
し
て
は
三
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
お
正
月
は
落
ち
着
い
て

い
た
コ
ロ
ナ
も
、
そ
の
後
第
六
波
、

第
七
波
と
続
き
、
十
一
月
上
旬
に
は

第
八
波
も
始
ま
り
、
ま
だ
ま
だ
医
療

現
場
は
油
断
で
き
な
い
と
思
わ
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
サ
ッ
カ
ー

の
W
杯
で
は
マ
ス
ク
を
付
け
な
い
観

客
で
ス
タ
ジ
ア
ム
は
満
員
と
な
り
、

そ
れ
を
見
る
と
世
界
的
に
は
コ
ロ
ナ

前
の
状
態
に
戻
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
世
界
で
起
こ
っ
た
最
大
の
事

件
は
何
と
言
っ
て
も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
し
ょ
う
。
ま
た
経
済

で
は
記
録
的
な
円
安
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
も
上
昇
し
ま
し
た
し
、
全
般
的

な
物
価
上
昇
が
家
計
に
打
撃
を
与
え

ま
し
た
。
病
院
に
も
大
き
な
打
撃
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
を
含
め
た
保

険
医
療
機
関
に
と
っ
て
収
入
の
多
く

を
占
め
る
診
療
費
は
国
に
決
め
ら
れ

て
お
り
、
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
費
用

が
増
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
改
め
て

社
会
や
経
済
の
安
定
が
病
院
に
と
っ

て
も
大
事
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
も
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
の
五
類
感
染
症
へ
見
直

そ
う
と
い
う
議
論
が
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
先
の
W
杯
で
起
こ
っ

た
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
な
光
景
が
日

本
国
内
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
っ
て
も
混

乱
が
起
き
な
い
よ
う
し
っ
か
り
対
応

し
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
、

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、
鹿
沼

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

当
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
に
対

し
て
、
上
都
賀
総
合
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
受

け
て
、
死
亡
者
を
出
す
こ
と
な
く
乗

り
切
れ
た
事
に
つ
い
て
関
係
者
各
位

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
べ
く
通
所
や
入
所
等
の
介
護
施

設
の
増
加
と
そ
れ
ら
の
多
様
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
当
老
健
か
み

つ
が
に
と
っ
て
、
安
穏
と
し
て
い
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。こ
れ
ら
に
対
し
、

さ
ら
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
み

な
ら
ず
、
安
定
的
な
老
健
施
設
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
は
在
宅
復
帰
を

促
進
す
る
強
化
型
の
維
持
は
経
営
上

必
須
で
あ
り
、
併
せ
て
利
用
者
の
獲

得
も
重
要
な
責
務
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
年
頭
に
お
い
て
我
々
は
こ
の
県
西

地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
可
能
な
包
括

的
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護

老
人
保
健
施
設
の
職
員
と
し
て
、
自

己
研
鑽
に
励
み
様
々
な
介
護
困
難
例

に
ひ
る
む
事
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
に
留
意
し
充
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
す
る
お
約
束

致
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
老
人
保
健
施
設
か
み
つ

が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み

つ
が
、
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
後
助
力
や
御
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
二
千

二
十
年
の
初
め
か
ら
始
ま
り
三
年
に

な
る
。
政
府
も
「
経
済
を
回
さ
な
け

れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、

ウ
ィ
ル
ス
に
少
し
抵
抗
し
て
や
れ
、

と
思
う
が
「
感
染
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
」
な
ん
て
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と

や
は
り
遠
く
に
は
行
け
な
い
。
近
く

に
出
か
け
て
、
そ
の
良
さ
を
再
発
見

す
る
こ
と
も
ま
た
コ
ロ
ナ
前
の
生
活

に
戻
す
弾
み
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
た
。
さ
て
、
ど
こ
に

行
こ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
古
峯
神
社
の
境
内
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
。「
古
峯
神
社

の
御
朱
印
は
有
名
」「
古
峯
神
社
の

庭
園
は
行
く
べ
き
だ
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
有
名
な
こ
の
神
社
に

入
っ
た
こ
と
が
な
い
の
は
気
に
な
っ

て
い
た
。
よ
し
、
古
峯
神
社
に
行
こ

う
、
ち
ょ
っ
と
時
期
は
過
ぎ
た
が
紅

葉
も
見
て
み
よ
う
、
そ
し
て
そ
の
奥

の
古
峰
ヶ
原
高
原
も
行
っ
て
み
よ

う
、
と
欲
張
っ
た
。

　
鹿
沼
市
内
か
ら
県
道
十
四
号
線
を

西
に
行
き
上
日
向
交
差
点
を
北
方
向

に
曲
が
る
と
、
こ
の
県
道
は
通
称
古

峰
ヶ
原
街
道
で
あ
る
。
途
中
で
十
四

号
線
は
小
来
川
に
行
く
道
路
に
な

り
、
県
道
五
十
八
号
線
が
古
峰
ヶ
原

街
道
と
な
る
。
大
芦
川
を
左
に
見
た

り
、
右
に
見
た
り
。
バ
ス
停
の
名
前

に
風
情
が
あ
る
。
大
芦
川
は
古
峯
神

社
の
一
の
鳥
居
で
西
大
芦
川
と
東
大

芦
川
に
分
か
れ
西
大
芦
川
に
沿
っ
て

進
む
。
そ
れ
に
し
て
も
大
芦
川
は
き

れ
い
な
川
。
水
遊
び
し
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
や
っ
た
ら
最
高
。
ル
ー

ル
を
守
っ
て
そ
れ
が
で
き
る
施
設
も

あ
る
。
一
の
鳥
居
を
過
ぎ
て
す
ぐ
道

路
の
左
側
に
金
剛
山
瑞
峯
寺
の
不
動

明
王
が
突
然
現
れ
る
。
こ
の
像
も
相

当
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
停
ま
っ
て

ゆ
っ
く
り
見
て
み
た
い
が
実
は
午
前

十
時
で
時
間
が
な
い
。
古
峯
神
社
に

着
き
大
駐
車
場
に
駐
車
。

　
古
峯
神
社
の
境
内
は
明
る
く
、
数

件
の
お
土
産
屋
さ
ん
も
あ
る
。
社
務

所
に
入
り
お
参
り
後
、
お
約
束
の
御

朱
印
を
希
望
す
る
。
三
十
分
ほ
ど
か

か
る
と
の
こ
と
。
そ
の
間
古
峯
神
社

の
社
務
所
や
庭
園
を
う
ろ
う
ろ
。
カ

ラ
ス
天
狗
と
大
天
狗
は
写
真
で
見
る

よ
り
迫
力
が
あ
る
。
天
狗
の
お
面
に

は
何
と
な
く
親
し
み
や
す
さ
も
感
じ

た
。
庭
園
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
風
情

が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
木
か
ら
葉
が

落
ち
て
い
る
の
に
一
本
だ
け
鋭
い
赤

を
残
し
て
い
る
木
。
モ
ミ
ジ
か
。
歌

を
詠
む
才
能
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

シ
ー
ズ
ン
じ
ゃ
な
く
て
も
ワ
ビ
サ
ビ

は
味
わ
え
る
と
確
信
。
大
芦
川
源
流

の
水
で
満
た
さ
れ
た
大
き
な
池
で
泳

ぐ
鯉
は
心
な
し
か
上
品
だ
。
御
朱
印

を
手
に
入
れ
、
社
務
所
の
ト
イ
レ
を

借
り
た
時
宿
泊
施
設
の
中
に
少
し
だ

け
入
り
込
む
。
こ
こ
も
ま
た
掃
除
が

行
き
届
い
て
い
る
。
泊
ま
っ
て
、
こ

の
地
で
夜
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

た
い
。
深
い
静
け
さ
と
多
分
鹿
の
鳴

き
声
は
心
に
何
か
も
た
ら
し
て
く
れ

よ
う
。
境
内
の
売
店
で
天
狗
の
お
饅

頭
を
買
い
食
べ
る
。店
員
さ
ん
が「
お

茶
も
沸
い
て
ま
す
よ
」
と
魅
惑
的
な

事
を
言
う
。
お
饅
頭
を
食
べ
な
が
ら

の
お
茶
は
も
の
す
ご
く
飲
み
た
い
、

で
も
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る

の
で
時
間
が
な
い
。
今
度
来
た
と
き

は
絶
対
に
お
茶
を
い
た
だ
こ
う
。

　
こ
の
時
点
で
時
刻
は
午
前
十
一

時
。
駐
車
場
に
戻
り
準
備
し
て
古

峰
ヶ
原
高
原
の
ハ
イ
キ
ン
グ
・
・
・

ち
ょ
っ
と
時
刻
が
遅
い
か
。
県
道
五

十
八
号
線
を
歩
い
て
進
み
ほ
ど
な
く

道
路
左
に
登
山
道
入
り
口
「
健
脚

コ
ー
ス
　
三
枚
石
ま
で
二
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
」
と
書
か
れ
た
案
内
板
が

あ
る
。
三
枚
石
は
日
光
開
山
の
勝
道

上
人
が
修
行
し
た
と
い
う
不
思
議
な

形
の
大
き
な
石
が
あ
り
、
一
の
鳥
居

近
く
の
不
動
明
王
像
、
金
剛
山
瑞
峯

寺
の
「
奥
の
院
」
が
お
か
れ
て
い
る
。

場
所
か
ら
い
っ
て
ま
さ
に
鹿
沼
市
の

奥
の
院
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
行
っ
て
み

る
か
。「
健
脚
」
が
気
に
な
る
。
で

も
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ら
行
け

る
で
し
ょ
。
自
分
は
果
た
し
て
健
脚

な
の
か
？
健
脚
と
考
え
て
し
ま
え
。

　
結
論
か
ら
い
え
ば
こ
の
道
は
急
登

の
連
続
で
あ
り
、「
道
も
時
折
は
っ

き
り
し
な
く
な
る
」「
危
な
い
」
と

思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
確
か
に「
健
脚
」

向
け
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
健
脚
な
ら

こ
の
コ
ー
ス
は
お
す
す
め
で
す
。
な

ぜ
な
ら
「
岩
海
」
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
（
写
真
参
照
）。
傾
斜
が

な
だ
ら
か
に
な
り
三
枚
石
は
突
然
現

れ
る
。
山
の
ピ
ー
ク
に
三
つ
の
大
き

な
石
（
岩
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
し

か
も
直
線
的
に
切
れ
て
い
る
石
。
鹿

沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

と
岩
海
も
三
枚
石
も
花
崗
岩
が
そ
の

形
成
に
深
く
関
連
し
て
い
る
ら
し

い
。
地
下
深
く
の
溶
け
た
岩
石
が
冷

え
て
、
何
万
年
も
山
の
中
に
存
在
し

て
い
る
と
は
・・・
。
神
社
に
来
た
後
、

大
地
の
形
成
に
思
い
を
馳
せ
る
な
ん

て
神
話
を
経
験
し
て
い
る
み
た
い
。

そ
ん
な
こ
と
考
え
つ
つ
も
、
登
っ
て

き
た
健
脚
コ
ー
ス
を
降
り
る
自
信
は

な
く
、
ど
う
し
た
も
の
か
。
結
局
古

峰
ヶ
原
峠
を
経
由
し
て
県
道
五
十
八

号
を
歩
き
古
峯
神
社
に
戻
っ
た
。
こ

こ
は
結
構
長
い
が
、
道
路
を
歩
く
の

で
車
に
注
意
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
危
険

な
こ
と
は
な
い
。
脚
に
自
信
が
な
い

な
ら
、
古
峯
神
社
か
ら
県
道
五
十
八

号
を
車
で
進
み
、
古
峰
ヶ
原
峠
経
由

で
三
枚
石
を
目
指
す
方
が
よ
い
。
午

後
三
時
半
に
古
峯
神
社
の
駐
車
場
を

後
に
し
て
帰
路
に
。
帰
宅
し
て
蕎
麦

を
食
べ
る
の
を
忘
れ
た
こ
と
に
気
付

い
た
。
残
念
。

　
汗
を
か
い
た
ら
粟
野
方
向
に
車
で

降
り
て
前
日
光
つ
つ
じ
の
湯
交
流
館

の
風
呂
に
入
っ
て
汗
を
流
し
て
帰
る

こ
と
も
で
き
る
。念
の
た
め
、古
峰
ヶ

原
高
原
に
登
る
な
ら
も
う
少
し
早
い

時
間
で
行
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社
会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に

努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利

一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利

一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守ってい

ただくこと

古
峯
神
社
と

    

古
峰
ヶ
原
高
原

古
峯
神
社
と

    

古
峰
ヶ
原
高
原

新
年
の
ご
挨
拶

上
都
賀
総
合
病
院

　
　
　病
院
長

　安
藤

　克
彦

新
年
の
ご
挨
拶

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が

　
　
　施
設
長

　杉
田

　和
彦

精
神
科

　高
山

　剛

そ
の
良
さ
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え
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
十
二
月
二

十
一
日
ま
で
に
二
千
七
百
五
十
八
万

一
千
四
百
七
人
の
感
染
者
、
五
万
四

千
二
十
六
人
死
亡
者
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
先
行
き
不
透

明
の
中
、私
ど
も
上
都
賀
厚
生
連
は
、

上
都
賀
総
合
病
院
・
老
人
保
健
施
設

か
み
つ
が
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ひ
ば
り
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
み
つ
が
・
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
五
事
業
所
を
も
っ
て
、

安
全
で
安
心
な
質
の
高
い
医
療
・
保

健
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
上
都
賀
厚
生
連
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

厚
生
連
の
理
念
と
役
割
を
踏
ま
え
、

そ
の
責
務
を
ま
っ
と
う
す
る
べ
く
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
上
都
賀
厚
生
連

の
医
療
・
保
健
・
高
齢
者
福
祉
事
業

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D
―
１9
）
は
、
令
和
二

年
一
月
十
六
日
に
最
初
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
全
国
的
に
拡
大

し
、
第
一
波
か
ら
第
八
波
ま
で
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
五
回
目
を
迎

全国
郷土料理の
紹介

作り方

一般外来診療表 専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

材料（4人分）

作り方

　私事、初詣と言えば古峯神社！古峯神社の御祭神は日本武尊（ヤマトタケ
ルノミコト）。御祭神の使者である天狗は災厄を除災するとして古くから信仰
を集めており、別名「天狗の社」とも呼ばれ、境内では大小様々な天狗に逢
うことが出来ます。社殿に入るとこの天狗が描かれた見事な御朱印が10種類
以上もずらりと並んでおり目を楽しませてくれます。御朱印を集めている方
は必見です。
　敷地内にある庭園「古峯園」も一年を通じて楽しめる庭園です。大芦川の
清流を引き、広大な山々に囲まれた自然の地形を巧みに生かした廻遊式日本
庭園です。梅、桜、菖蒲、あじさい、萩、四季折々に咲きみだれる花々が美
しい風景をつくりだします。散策をしていると日頃の喧騒を忘れ、静粛を取
り戻すことができます。次に訪れる時は、どんな景色を見せてくれるのか楽
しみになります。
　神社から西へ進むこと約 4 ㎞の地点に、勝道上人の日光開山により山岳信
仰の場となった横根山に包まれた古峰ヶ原高原があります。群生したシロヤ
シオ、アカヤシオ、トウゴクミツバツツジなどなど、見頃を迎える時期のハ
イキングは最高です。沢山の野鳥のさえずりに心躍らされます。是非足を伸
ばして欲しいコースです。

上澤　理子

① エビのてんぷらを作る
② ごはんに塩またはゆかりを
　 混ぜる
③ 焼きのりで②のごはん、青
　 しそ、①のてんぷらを巻く

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

1人分栄養価

石狩鍋

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来 （予約）
循環器内科外来（予約）
１  ヶ  月  健  診
予 防 接 種 外 来（予約）
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 母 乳 外 来
産 後 １ ヶ 月 健 診
産後２週間健診（助産師）
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

 内　　科 月・火・木・金 PM 1：00～PM 4：00
 〃 水 PM 2：00～PM 4：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 　  〃　　　 金 PM 1：00～PM 3：00
 小 児 科 月 PM 2：00～PM 3：00
　  〃 水・木・金 PM 2：00～PM 3：00
 外　　科 月 AM 8：00～AM11：30
 〃 火 PM 2：00～PM 3：30
 〃 木 AM 8：00～AM11：30
 〃 木 PM 2：00～PM 3：00
 〃 木 PM 2：00～PM 3：30
 脳神経外科 第1木 PM 1：30～PM 3：30
 産婦人科 火・水・金 予約制
 〃 月 PM 2：00～PM 2：30
 〃 木 予約制
 耳鼻咽喉科 第1・3・5金 PM 2：00～PM 4：00
 〃 火 PM 2：00～PM 4：00

診 療 内 容 受 付 時 間担当診療科 曜日

看護師奨学生募集看護師奨学生募集
～あなたの「学びたい」をサポートします～
当院には、看護学生のみなさんの勉学を支えるための
奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて看護師（貸与
対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務してい
ただいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応
じますので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（3321）　TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

編 集 後 記

 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：00 木曜休診　土曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）　土曜は予約のみ
 PM 2：00～PM 4：30 予約制
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 PM 2：30～PM 4：00 火・金曜のみ（月・水・木　午後は予約のみ）
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：30 月・水・木　土曜は完全予約制
 PM 2：00～PM 4：00 金曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 3：30 火・木・金曜のみ　初診はPM3：00まで
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 4：00 月・金曜のみ（予約のみ）
 AM 8：00～AM11：00 初診・再初診は予約制  土曜休診
 AM 8：00～AM11：00 婦：初診・再初診は紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 予約のみ（初診は紹介患者のみAM10：00まで）
 PM 1：30～PM 4：00 予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 水・金・土   初診はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM10：30 火曜のみ
 PM 1：30～PM 4：00 月曜のみ 初診はPM3：30まで

月曜午前・木曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 水曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者・予約のみ/水曜完全予約制

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯 科 口 腔 外 科

天巻き材料（1人分）
・精白米 …………………… 110g
・塩 ……………………………0.8g

（ゆかり　適量でも OK）
・焼きのり（寿司用大判）…… 1枚
・青しそ ……………………… 3枚
・エビ ………………… 80g（2尾）
・小麦粉 ……………………… 10g
・卵 ………………………………5g
・揚げ油 ……………………… 適宜
※きゃらぶきを適量添えて提供

エネルギー… 144kcal
たんぱく質 …… 14.5g
脂質 …………… 3.9g
食塩 …………… 0.8g

1人分栄養価

エネルギー… 600kcal
たんぱく質……… 28g
脂質 …………… 12g
食塩 …………… 1.5g

・生鮭ぶつ切り …… 180ｇ
（1人15g×3切）

・つきこんにゃく …… 80ｇ
・にんじん …………… 40ｇ
・だいこん …………… 80ｇ

・白菜 ………………… 80ｇ
・ごぼう ……………… 40ｇ
・長ネギ ……………… 40ｇ
・木綿豆腐 ………… 160ｇ

（1人20g×2切）

・白みそ ……………… 48ｇ
・みりん ……………… 12ｇ
・和風だしの素 ……… 適量
・水 ………………… 600cc
一味唐辛子 …… お好みで
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第11回目は、三重県の郷土料理「天巻き」と北海道の郷土料理「石狩鍋」をご紹介いたします。
「天巻き」
伊勢志摩地方では、えび天を海苔巻きにした「天巻き」が郷土料理となります。
えび天とごはんの取り合わせは、三重県でポピュラーなものです。
ちなみに名古屋で有名な天むすの発祥地は、実は三重県の津市です。
津市の天ぷら店で昭和30年頃に作られたまかないが天むすの始まりだと言われています。
「石狩鍋」
北海道の川は秋になると産卵のために大量の鮭が遡上します。石狩川の河口では、江戸時代から鮭漁が盛んに行われてい
ました。石狩地方の漁師が大漁の祝いに、獲れたての鮭をぶつ切りにして、野菜などと一緒にみそ鍋にして食べていたこ
とが起源とされています。寒さが厳しい時期に体を温める石狩鍋は北海道民の定番料理です。

① 人参と大根は2～3㎜ 幅のいちょう切り、白菜は3㎝角のざく
　 切り、ごぼうはささがきにする。つきこんにゃくは湯通しして
　 おく。
② 長ネギはななめ切りにする。
③ 生鮭は2～3㎝角のぶつ切り（1個15g程度）、木綿豆腐は水
　 気を切った後に2㎝の角切りにする。※本来はアラや白子もす
　 べて使いますが、ここでは身だけを使用します。
④ 白みそをみりんと混ぜ合わせておく。
⑤ 鍋に水600㏄と和風だしの素を入れ、沸騰したら①を入れる。
⑥ 半分程度火が通ったら④を溶かし入れ、③を加えて煮込む。
⑦ 最後に長ネギを入れ、火が通ればできあがり。
　 盛りつけ後にお好みで一味唐辛子を少々振る。

写真提供　上澤　理子写真提供　上澤　理子


